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診調組 Ｄ－２参考
２７．７．２７



病院名称 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院

所在地 千葉県鴨川市東町９２９番地

標榜診療科

内科、心療内科、精神科、神経内科、呼吸器科、消化器科、循環器科、アレルギー科、リウマチ科、
小児科、外科、整形外科、形成外科、美容外科、脳神経外科、
呼吸器外科、心臓血管外科、消化器外科、小児外科、皮膚科、泌尿器科、
産科、婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、放射線科、麻酔科、
救急科、歯科、矯正歯科、小児歯科、歯科口腔外科、病理診断科 計３４科

総病床数 ９１７床

DPC算定病床数
一般１０対１ ８６５床
うち ICU １２床、HCU ２４床、救命救急４２床、
総合周産期３３床 （母体・胎児６床、新生児２７床）、小児入院２６床

その他の病床数 精神１３対１ ５２床

平成26年度年間退院患者数
（DPC算定病床からの退院） ２０,８３９人

コーディングに係る
部門の体制

医師が定める情報を受け、医療情報管理室と医事課が連携している。
・医療情報管理室の診療情報管理士のうち、４名が従事
・医事課の事務職員のうち、１１名が従事

その他病院の概要
（病院の特色、特筆すべき
機能、地域での役割等）

当院は千葉県南房総の中核的な医療機関であり、地域医療支援病院、地域がん診療
連携拠点病院、救命救急センター、総合周産期母子医療センター、基幹災害医療セン
ター、臨床研修指定病院などの承認および指定を受けている。また2009年には国際的
な医療施設認証機関であるJCI(Joint Commission International)の認証を国内で
初めて取得した。

・ 医科 ３５５名（うち 後期研修医 ８６名、初期研修医 ４４名）
・ 歯科 １３名（うち 歯科研修医 ６名）

医療法人鉄蕉会亀田総合病院 概要
病院提出資料

※平成27年7月1日時点
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調査区分（A）



病院名称 独立行政法人労働者健康福祉機構 大阪労災病院

所在地 大阪府堺市北区長曽根町１１７９－３

標榜診療科

内科、消化器内科、循環器内科、精神科、小児科、外科、消化器外科、乳腺外科、整
形外科、脳神経外科、心臓血管外科、皮膚科、形成外科、泌尿器科、病理診断科、産
婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、放射線診断科、放射線治療科、麻酔科、リハビリテーショ
ン科、歯科、歯科口腔外科 計２４診療科

総病床数
６７８床

DPC算定病床数 一般７対１ ６７８床（うちICU６床（特定集中治療室管理料３）、HCU６床（ハイケアユニッ
ト入院医療管理料１）、小児入院医療管理料４ ２５床）

その他の病床数
なし

平成26年度年間退院患者数
（DPC算定病床からの退院）

２０，１３８名

コーディングに係る部門の体
制

医事課が担っており、診療情報管理士４名、事務職員１０名が従事している。

その他病院の概要

（病院の特色、特筆すべき機
能、地域での役割等）

当院は、業務災害や通勤災害による被災労働者に迅速・適切な診療を行うほか、職業
又は職場に関連する疾病や負傷等に対する予防から治療及びリハビリテーションにい
たる一貫した高度かつ専門的な医療「勤労者医療」を推進しております。

一方、地域の中核病院として地域医療にも積極的に貢献しており、地域医療支援病院、
地域がん診療連携拠点病院として、近隣医療機関と密接に連携をとって難易度の高
い手術・検査を担当するなど、地域における高度急性期医療を担っております。

独立行政法人労働者健康福祉機構 大阪労災病院 概要
病院提出資料

※平成27年7月1日時点
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調査区分（A）



病院名称 社会医療法人 青嵐会 本荘第一病院

所在地 秋田県由利本荘市岩渕下１１０

標榜診療科
消化器科 内科 循環器科 外科 整形外科 眼科 耳鼻咽喉科 泌尿器科
皮膚科 心療内科 婦人科 脳神経外科 麻酔科 放射線科

総病床数 １６０床

DPC算定病床数 一般１０対１ １６０床

その他の病床数
無し

平成26年度年間退院患者数
（DPC算定病床からの退院）

３，１６７人

コーディングに係る部門の体
制

病歴管理室が担っており、診療情報管理士２名が従事している

その他病院の概要

（病院の特色、特筆すべき機
能、地域での役割等）

「地域と手をつなぐ」の理念のもと、病院内の診療活動に留まらず、巡回診療、訪問診
療、町内会での出前講義などの院外活動、他業種との連携を積極的に行っている。ま
た、川の癒し効果を医学的に研究し、病院に隣接する広汎な河川公園にて患者から一
般市民までを対象にした運動指導や街興しイベントなども行っている。予防医学と健康
増進、地域の健康知識啓発にも力を入れ、人間ドック健康施設機能評価認定も受けて
いる。介護老人保健施設、グループホーム、介護支援センター、居宅介護支援事業所、
訪問看護ステーションを併設し、高齢者医療にも力を入れている。
平成26年実績は、1か月平均入院患者数268名・病床稼働率84.4%・1日平均外来数
575名。診療部門は常勤医27名（研修医4名を含む）、非常勤医69名にて診療を行って
いる

本荘第一病院 概要

※平成27年7月1日時点

病院提出資料
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調査区分（A）



病院名称 独立行政法人 地域医療機能推進機構 滋賀病院

所在地 滋賀県大津市富士見台１６番１号

標榜診療科

内科、精神科、神経内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、血液内科、腎臓内科、小児科

外科、乳腺外科、整形外科、呼吸器外科、心臓血管外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、

耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線科、救急科、歯科、歯科口腔外科 計24診療科

総病床数 ３２５床 （一般２８８床、結核３７床）

DPC算定病床数 一般７対１ ２４７床

その他の病床数
結核７対１ １０床

平成26年度年間退院患者数
（DPC算定病床からの退院）

３,７７６ 名

コーディングに係る部門の体
制

医事課が担っており、診療情報管理士１名、事務職員５名が従事している

その他病院の概要

（病院の特色、特筆すべき機
能、地域での役割等）

近隣に５００床超の医療機関が多く存在する中、当院は急性期医療の前方支援と
後方支援の両方の機能を一つの医療機関で担い地域医療に貢献している。
健康管理センター及び老人保健施設を有し、「予防」・「医療」・「介護」の機能を同時
に有している。
二次医療圏内では希少となった結核病棟を有し、また、人工透析患者が約２００名
おられ、入院・外来を合わせ年間延２８,０００回の人工透析を実施している。

独立行政法人地域医療機能推進機構滋賀病院 概要

※平成27年7月1日時点

病院提出資料

5

調査区分（A）



病院名称 医療法人社団 うすい会 高陽ニュータウン病院

所在地 広島県広島市安佐北区亀崎4丁目7-1

標榜診療科
内科、循環器内科、消化器内科、肝臓内科、脳神経内科、整形外科、小児科、眼科、
放射線科、リハビリテーション科、人間ドッグ

総病床数 140床

DPC算定病床数 一般病棟10対１ 82床

その他の病床数 療養病棟20対1 50床、地域包括ケア入院医療管理料1 8床

平成26年度年間退院患者数
（DPC算定病床からの退院） 1076名

コーディングに係る部門の体
制

診療情報管理室が担っており、病院長、副院長、事務長、薬剤科長、看護総師長、各
階師長、外来師長（主任）、医事科長にて実施している。

その他病院の概要

（病院の特色、特筆すべき
機能、地域での役割等）

高陽ニュータウン病院は昭和５７年に広島市安佐北区に開設され現在は、急性期病
院と医療療養病院の両方の機能を併せ持つケアミックス病院として運営している。

当病院は広島市救急医療コントロール機能支援病院として参画した。早くから内科系
救急告知病院として、受け入れてきた事と基幹病院と提携を図っていたことが認めら
れて、広島県の新地域医療再生計画の一病院として位置づけられている。

地域に根差した病院として、地域の住民の期待に応え、安全で高度な医療を提供し、
他の医療機関とさらに連携関係を深め、当院の「急性期、慢性期及び在宅療養まで一
貫した医療サービスを提供できる」という特徴を生かした、地域医療に貢献できる中核
病院を目指している。

高陽ニュータウン病院 概要

※平成27年7月1日時点

病院提出資料

6

調査区分（B）



病院名称 公益財団法人 がん研究会 有明病院

所在地 東京都江東区有明3-8-31

標榜診療科

内科、呼吸器内科、消化器内科、乳腺内科、血液内科、腫瘍内科、感染症内科、漢方内科、疼痛
緩和内科、外科、呼吸器外科、消化器外科、乳腺外科、整形外科、形成外科、頭頸部外科、精神
科、皮膚科、泌尿器科、婦人科、眼科、放射線診断科、放射線治療科、病理診断科、救急科、歯科、
麻酔科

総病床数 ７００床

DPC算定病床数 特定機能病院入院基本料 ７対１入院基本料 ６６５床
特定集中治療室管理料（ＩＣＵ） １０床

その他の病床数 緩和ケア病棟入院料 ２５床

平成26年度年間退院患者数
（DPC算定病床からの退院） １６，２５８名

コーディングに係る部門の体制 ※医事課が担っており、診療情報管理士３名、入院医事１１名で従事。

その他病院の概要

（病院の特色、特筆すべき機能、
地域での役割等）

・1908年（明治41年）がん研究会の発足、1934年には病院と研究所が設立
・2005年有明に移転し、病床数700床の日本最大のがん専門施設として、最新のがん医療を提供
・「臓器別チーム医療」という新しい概念のもと、診療科の壁を取り除いた「患者さん中心の医療の
実現」を目指す。外科治療、化学療法、放射線療法に加え、緩和医療についてもその充実に注力し、
全人的ながん医療の実現に向けて先進的な体制を構築。

・がん診療連携拠点病院としてのがんに係る様々な研修の実施とともにし、医師会での学術講演や
一般市民対象の講演会も開催し、がん医療の啓蒙と医療連携に努力している。（紹介率79.2%、逆
紹介率67.6%：日本病院会指標による）
・最新のがん医療を最高の技術で提供することはもちろん、安全性の確保を最優先に考え、わかり
やすい説明と暖かい気持ちで患者さんに接することを心掛けている。

・治験をはじめ臨床研究の充実に向けての体制整備も進めており、より安全・高質な医療提供に取
り組んでいる。
・手術件数：7，771件。手術目的の入院割合47.1%（2014年度実績）

公益財団法人がん研究会有明病院 概要

※平成27年7月1日時点

病院提出資料
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調査区分（B）



病院名称 国家公務員共済組合連合会 新小倉病院

所在地 福岡県北九州市小倉北区金田１丁目３番１号

標榜診療科
内科、脳神経内科、呼吸器内科、消化器･内視鏡内科、循環器内科、糖尿病･内分泌内科、肝臓内科、血液内科、
感染症内科、脳神経外科、膠原病･リウマチ科、外科、整形外科、呼吸器外科、皮膚科、泌尿器科、眼科、
婦人科、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、放射線科、麻酔科、歯科口腔外科、消化器外科、肝臓外科

総病床数 総病床数 ３００床

DPC算定病床数 一般病床（７対１） ２１４床

その他の病床数
地域包括ケア病床（１３対１）４５床
医療型療養病床（２０対１） ４１床

平成26年度年間退院患者数
（DPC算定病床からの退院）

３，６１３件
※平成26年度DPC算定病床から退院した延べ患者数

コーディングに係る部門の
体制

医事課入退院係（５名）・診療録管理室診療情報管理士（３名）がペア
となりコーディングを担当

その他病院の概要
（病院の特色、特筆すべき
機能、地域での役割等）

【特色・機能】
呼吸器外科：専門領域での集学的治療や患者負担が少ない低侵襲の手術等を積極的に実施
肝臓内科 ：新薬臨床治験に力を入れ、肝疾患すべてを対象に専門的診療を実施
整形外科 ：地域高齢化に対応するため脊椎疾患を始め外科的治療から保存的治療まで実施

【地域での役割】
北九州市は高齢化率が高く、当院は病病･病診連携に力を入れ24時間体制にて対応を行っています。
特に入院機能では、急性期から慢性期疾患、医療型療養まで切れ目のない医療を行い、がん治療(肺･
消化器･泌尿器･乳･血液等)では、がん拠点病院･診療所･在宅･終末医療を結ぶ地域に密着した近隣住民
の要望に応えられる病院です。

国家公務員共済組合連合会新小倉病院 概要

※平成27年7月1日時点

病院提出資料
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調査区分（B）



病院名称
独立行政法人地域医療機能推進機構久留米総合病院

所在地 福岡県久留米市櫛原町21番地

標榜診療科

内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、糖尿病内科、腎臓内科、人工透析内科、

ペインクリニック内科、内分泌内科、外科、消化器外科、乳腺外科、整形外科、泌尿器科、産婦人科、
皮膚科、眼科、放射線科、麻酔科、小児科、脳神経外科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、精神科
全24科(脳神経外科、小児科、耳鼻咽喉科は休診中)

総病床数 195床(運営病床数142床)

DPC算定病床数 一般７対１ 134床

その他の病床数 地域包括ケア入院医療管理料2 8床

平成26年度年間退院患者数
（DPC算定病床からの退院）

3,792人

コーディングに係る部門の体
制

医事課が担っており、事務職員3名が従事している

その他病院の概要

（病院の特色、特筆すべき機
能、地域での役割等）

・当院が位置する久留米市は、当院を中心に半径5Km以内に特定機能病院(久留米大学付属病院
1,098床)、地域医療支援病院(聖マリア病院1,354床)、DPCⅡ群病院(新古賀病院200床)、久留米大
学医療センター300床等が隣接し、病院・クリニック等の医療機関数は350施設と非常に医療過密な
激戦地域である。
・当院の特徴としては、女性専門外来を開設し、乳腺疾患、婦人科疾患等女性医療を中心に、地域
住民のニーズにあった医療を提供している。
・久留米市民検診の当院受診率は乳がん検診で久留米市全体の約45％、子宮がん検診で約20％と
非常に高い。

JCHO久留米総合病院 概要

※平成27年7月1日時点

病院提出資料
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病院名称 社会福祉法人 聖隷福祉事業団 聖隷佐倉市民病院

所在地 千葉県佐倉市江原台２丁目３６番２

標榜診療科

内科、内分泌・代謝科、消化器内科、腎臓内科、呼吸器内科、緩和ケア内科、循環器内科、小児科、
外科、乳腺外科、形成外科、消化器外科、呼吸器外科、整形外科、脳神経外科、泌尿器科、リハビ
リテーション科、耳鼻いんこう科、眼科、麻酔科、放射線科、放射線治療科、病理診断科 等
（３３診療科）

総病床数 稼働病床３０４床 （許可病床４００床 ）

DPC算定病床数 一般７対１ ２４８床

その他の病床数 緩和ケア病棟入院料 １８床、地域包括ケア病棟入院料１ ３８床

平成26年度年間退院患者数
（DPC算定病床からの退院） ５，３３３名

コーディングに係る部門の体制 医療情報管理課が担っており、診療録管理室（診療情報管理士）３名、入院算定担
当者６名が従事している。

その他病院の概要

（病院の特色、特筆すべき機能、
地域での役割等）

・ 2004年3月に国立佐倉病院から委譲を受け、聖隷佐倉市民病院を開設。
・職員数（常勤 686名パート含む）、入院患者数（243名／日）、外来患者数（748名／日）、紹介率
（48.1％）、手術件数 （150件／月）、救急車搬入件数（146件／月）、平均在院日数（16.9日）
■ 【地域での役割 】
・印旛医療圏内は7市2町人口73万人。佐倉市は人口17万人。地域がん診療連携拠点病院や大学
病院などが10Ｋｍ以内に隣接。2015年度の退院患者住所の内訳は、同一医療圏内から約82%（佐
倉市は60%）、その他県内 16%、県外 2%。高度急性期病院や回復期・療養病棟およびクリニック、
2015年4月には地域包括ケア病棟を開設し、介護福祉施設との連携を図っている。
■ 【特色 】

・ 腎センター（腎生検～腎移植までのすべての段階において対応できる体制）、せぼねセンター
（脊柱変形や頚髄症、腰椎椎間板症などの手術、骨粗鬆症性椎体骨折に対するバルーン椎体形成
術を実施）、がん治療（健診部門での早期発見、内視鏡センターにおける早期治療、外科系各科に
おける手術的治療、化学療法や放射線治療、緩和ケア病棟、緩和チームによる疼痛治療）。

聖隷佐倉市民病院 概要

※平成27年7月1日時点

病院提出資料
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